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Geertz， 1973 ; Harris， 1979 ; Steward， 1955 ;宇沢・河合・藤沢・渡辺， 1989)。だが文化の核
心部分とは、(それが、物質的・社会経済的制度であれ、シンボルの意味解釈的枠組みであれ)
「社会で人々に共有され、それ故に人々が生きていくために役立つ諸制度」のことである





































































S. D. =4.17 S.D.=5.18 
186人 227人
子世代 平均年齢=18.4 平均年齢=18.6









(SAS)により、次の方法で転換された。 1 (強く不同意)Jは 1-3Jに、 12(中位に不同意)J
は 1-2Jに、 13(少々不同意)Jは「一1Jに、 14(同意・不同意のいずれでもなし)Jは 10J


























Eigen value … 






















































Mean .・H ・..・H ・H ・H ・............................ -0.31 
S.D....・H ・H ・H ・..・H ・.….. .・H ・..・H ・..・H ・..・H ・H ・H ・.…..・H・1.06
Cronbach's alpha 
父親世代 (n=297) …・…..・H ・.・H ・-…H ・H ・. H ・.・H ・-…..・H ・ .58
母親世代 (n=322) ・…..・H ・-…..・H ・-…H ・H ・. H ・H ・H ・..・H ・. .50 
男子学生世代 (n=227) .・H ・……... .・H ・.・H ・..…H ・H ・. H ・-…・ .61 
女子学生世代 (n=186) ・H ・H ・.・H ・..・H ・.…..・H ・. H ・. H ・ .56

































































女子学生世代 (n=186) …..・H ・.・H ・.…H ・H ・.・H ・..… .80 .38 
(注)a :第二因子の平均値の計算には女子学生 (n=186)が含まれていなし'0












島1ean ・・・・………・・・・…H ・H ・………・・・……・・…・…・・…...・H ・H …・……・ 0.29 
S.D.…...・H ・H ・H ・..…...・H ・..….. .・H ・...・H ・.. .・H ・..….. .・ H ・...・H ・1.13
Cronbach's alpha 
父親世代 (n=297)…...・H ・.. .・ H ・..・H ・.・H ・H ・H ・-……H ・H ・...・H ・ .72
母親世代 (n=322)…・...・H ・-……H ・H ・.・H ・...・ H ・.. .. .・H ・.. .・H ・ .67
男子学生世代 (n=227)..・H ・-…...・H ・-……...・H ・...・H ・... .・ H ・..… .68 
女子学生世代 (n=186)・H ・H ・..・H ・.・H ・..・H ・-……・・……H ・H ・-…… .71 











恥1ean S.D. 2 3 4 5 6 
1.伝統型雇用形態 -0.25 1.16 一.40***ー.37*** ー.25*** .31 *** .16** 
2.昇進と俸給は個人の能
力と業績に基づく
0.83 1.15 .39*** .55*** 一.18** .02 
3.勤務先はある程度まで
-0.20 1.23 .41 *** 一.17** 一.06
変更できる
4.外注契約型雇用形態 0.10 1.26 一.22***ー.13*
5.企業などの経済活動レ
-0.24 1.05 .25*** 
ヴェルの保護主義
6.個人の伝統的生活レヴ
1.01 の保守主義 0.79 ェル
母親世代 (n=322)
孔1ean S.D. 2 3 4 5 6 
1.伝統型雇用形態 -0.25 0.95 一.24***ー.23*** 一.14* .20*** .21 *** 
2.昇進と俸給は個人の能
力と業績に基づく
0.84 1.05 .25*キ* .43*** 一.18** .01 
3.勤務先はある程度まで
変更できる
-0.27 1.18 .32*** 一.15** ー.1






保守主義 0.64 0.96 ェルの
12 
男子学生世代 (n=227)
Mean S.D. 2 3 4 5 6 
1.伝統型雇用形態 -0.37 1.13 -.50***ー.38*** ー.29*** .35*** .44*** 
2.昇進と俸給は個人の能
力と業績に基づく
0.76 1.13 .27*** .40*** -.25***ー.16*
3.勤務先はある程度まで
-0.16 1.20 .36*** -.26***ー .25***
変更できる
4.外注契約型雇用形態 0.44 1.04 一.16* 一.09
5.企業などの経済活動レ
-0.44 0.97 .33*** 
ヴェルの保護主義
6.個人の伝統的生活レヴ
1.08 の保守主義 0.27 ェル
女子学生世代 (n=186)
Mean S.D. 2 3 4 5 6 
1.伝統型雇用形態 -0.45 0.98 一.49*** 一.24** .34*** .25*** 
2.昇進と俸給は個人の能
力と業績に基づく
0.61 1.05 .50*** 一.08 .01 
3.勤務先はある程度まで
変更できる






の保守主義 0.33 0.87 ェYレ
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